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創発科学研究科入学者選抜日程 
【推薦選抜】 
出願期間           2026 年５月 18 日（月）～５月 22 日（金） 
試験実施日          2026 年６月 20 日（土）予備日 21 日（日） 
合格者発表          2026 年７月 21 日（火） 
入学手続           2027 年３月 15 日（月）最終日 
 

【第Ⅰ期】 
■工学系領域 
（一般選抜，一般選抜（女子枠），社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜） 
出願期間           2026 年７月 21 日（火）～７月 27 日（月） 
試験実施日          2026 年８月 20 日（木）予備日 24 日（月） 
合格者発表          2026 年９月 10 日（木） 
入学手続           2027 年３月 15 日（月）最終日 
 

■教育・人文系領域，法学系領域，経済学系領域 
（一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜） 
出願期間           2026 年８月 24 日（月）～８月 28 日（金） 
試験実施日          2026 年９月 25 日（金）予備日 28 日（月） 
合格者発表          2026 年 10 月 26 日（月） 
入学手続           2027 年３月 15 日（月）最終日 
 

【第Ⅱ期】 

■工学系領域 

（一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜） 
出願期間           2026 年 11 月 24 日（火）～11 月 30 日（月） 
試験実施日          2026 年 12 月 25 日（金）予備日 28 日（月） 
合格者発表          2027 年 1 月 25 日（月） 
入学手続           2027 年３月 15 日（月）最終日 
 

■教育・人文系領域，法学系領域，経済学系領域 
（一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜） 
出願期間           2026 年 12 月 14 日（月）～12 月 18 日（金） 
試験実施日          2027 年１月 27 日（水）予備日 28 日（木） 
合格者発表          2027 年２月 16 日（火） 
入学手続           2027 年３月 15 日（月）最終日 
 

【情報系人材特別選抜】 
■工学系領域 
出願期間           2026 年 12 月１日（火）～1 月 29 日（金） 
試験実施日          2027 年 2 月 13 日（土）予備日 14 日（日） 
合格者発表          2027 年 3 月 16 日（火） 
入学手続           2027 年３月 27 日（土）最終日 
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入学者の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー） 

 

香川大学大学院のアドミッション・ポリシー 

香川大学大学院では，本学の教育理念に基づき，豊かな人間性と高い倫理性の上に，幅広い基礎

力と高度な専門知識に支えられた研究能力・応用力を備え，国際的な視野で地域社会においてリー

ダーシップを発揮できる人材を育成します。そのため，以下のような学力・能力・資質等を備えた

向学心旺盛な学生の入学を期待し，多様な入学者選抜を実施します。 
 
入学者に求める学力・能力・資質等  

① 世界水準の専門性の高い学問を学ぶための専攻分野における基礎的知識・技能・理解力 
② 創造的で人間性豊かに課題を探求し，論理的にまとめる思考力・判断力・表現力  
③ 世界水準の専門的研究を実践するための基礎的研究能力・応用力  
④ 専門分野に対する高い志を持ち，切磋琢磨する探求心・意欲・態度  
⑤ 複雑で多様な国際社会や地域社会への貢献において，自己が果たすべき役割や倫理観・社会的

責任を理解できる能力  
⑥ 国際感覚を有し，専門分野において社会をリードできる基礎的グローバルマインド 

博士前期課程のアドミッション・ポリシー 

求める学生像（入学者に求める学力・能力・資質等） 

大学院入学までに以下のような学力・能力・資質等を備えている学生を求めています。 

① 知識・技能・理解力  

異なる分野の知識を組み合わせて行う研究の基盤である専門分野に関する大学卒業程度の基礎

的知識・技能・理解力 

② 思考力・判断力・表現力  

社会構造の変化などによって引き起こされる複雑で複合的な課題の探求やその解決方法につい

て，多角的な観点から論理的に思考・判断できる力，また，それらを説明できる表現力 

③ 研究能力・応用力 

異なる分野の知識を組み合わせた専門的な研究を深化させるための研究能力・応用力 

④ 探求心・意欲・態度 

関連する諸分野や異分野の知識を専門分野の知識に組み合わせながら相互作用させるための方

法について，専門的かつ多角的な研究を志向する意欲・態度と創造的な探求心 

⑤ 倫理観・社会的責任 

社会構造の変化などによって引き起こされる複雑で複合的な課題を見出し，それらの解決を志

向する責任感，人間尊重の態度と他者と共感できるコミュニケーション力，他の分野との協働

を志向する姿勢及び倫理的態度   

⑥ グローバルマインド 

主とする専門分野に加え，関連する諸分野に関する国内外の情報を理解する基本的言語能力と，

国際的な視野・多文化理解の視点から，地域や社会における諸課題の発見と解決方法を考える

ことができる発想力 
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◇入学者選抜の基本方針 

創発科学研究科では，２つの試験方法，受験対象者の組合せにより６つの選抜方法を採用します。 

 

【試験方法】 

① 専門分野別試験 

筆記試験 

系領域（＊）ごとに，各専門分野に関する基礎的知識・技能・理解力を評価します。 

なお，系領域によっては筆記試験を課さない場合があります。 

口述試験・面接 

提出書類（志望理由書，研究計画書等）を参考にしながら，各専門分野に関する基礎的知識・

技能・理解力，研究に対する意欲・態度・探求心，研究を遂行するために必要な能力，自分の考

えを論理的に構築し伝達する思考力・判断力・表現力，社会的責任を理解できる能力や国際的な

視野，多文化理解を評価します。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理

的に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

    ＊受験する系領域については，末尾の「系領域について」を参照してください。 

② 外国語能力評価 

提出された語学能力テストのスコア等により，基本的言語能力について評価します。 

 

【選抜方法】 

○推薦選抜 

受験対象者は，主として，本学学部学生，他大学学部学生です。 入学者の選抜は，専門分野

別試験，外国語能力評価を総合して行います。 専門分野別試験では，口述試験・面接のみを課

します。 

○一般選抜 

  受験対象者は，主として，本学学部学生，他大学学部学生です。 入学者の選抜は，専門分野別

試験，外国語能力評価を総合して行います。専門分野別試験では，筆記試験及び口述試験・面接

を課します。 なお，系領域によっては筆記試験を課さない場合があります。 

○一般選抜（女子枠） 

現行の求める学生像に加え，多様性を受容するだけにとどまらず，それを利活用できる仕組み

を具体的に計画立案し，在学中に実行することができる資質・能力を期待します。 

入学者には，目的の実現のために，積極的に他者と交わり，自らの価値観を伝えようとする姿

勢を求めるとともに，後に続く学生のロールモデルとなることを期待します。 

受験対象者は，工学系領域のうち情報関連分野を志望する本学部学生，他大学学部学生の女子で

す。入学者の選抜は，多様性の意義を自ら考え，かつ，「探求心」を持ち「協働」等の取組によ

り優れた研究を行うことができると認められる者を専門分野別試験，外国語能力評価を総合して

行います。専門分野別試験では，口述試験・面接のみを課します。 

○社会人特別選抜 

受験対象者は，主として，大学を卒業し，社会的経験を積んだ人や現に就業している人です。 

入学者の選抜は，専門分野別試験を通して行います。専門分野別試験では，筆記試験及び口述試
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験・面接を課します。なお，系領域によっては筆記試験を課さない場合があります。 

○外国人留学生特別選抜 

受験対象者は，外国の大学を卒業した外国籍の人です。 入学者の選抜は，専門分野別試験を通

して行います。専門分野別試験では，筆記試験及び口述試験・面接を課します。 なお，系領域に

よっては筆記試験を課さない場合があります。 

〇情報系人材特別選抜 

  受験対象者は，工学系領域の情報関連分野を志望する，大学を卒業し，社会的経験を積んだ人

や現に就業している人及び外国の大学を卒業した外国籍の人とします。 

 入学者の選抜は，「社会における課題の解決」や「協働」を志向し，優れた研究を行うことが

できると認められた者を自己推薦書や専門分野別試験の評価を総合して行います。   

専門分野別試験では，口述試験・面接のみを課します。 

 

 

系領域について 

 本研究科では，教員組織かつ学生組織として以下の４つの系領域を置いています。 

 

教育・人文系領域 

法 学 系 領 域 

経 済 学 系 領 域 

工 学 系 領 域 

 

本研究科の入学者選抜では，系領域ごとに入学者選抜を実施します。出願者は，志望する指導

教員の所属する系領域が実施する試験を受験します。そのため，出願に先立って志望する指導教

員と連絡をとり，研究分野や研究内容の確認を行ってください。 

 

※ 希望する指導教員の選択や連絡にあたって相談・助言等が必要な場合は，リキャリスキル教

学センターまでご相談ください（「８．指導教員一覧」を参照）。 
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注意事項 

 

 出願資格審査，専門分野別試験（筆記試験）における免除又は出願の申請（書類提出）の２

週間前までに，必ず指導教員として希望する教員に，自らの研究内容等について相談し，承諾

を得た上で，書類を作成してください。事前の相談がない場合，原則として書類を受領しませ

ん（書類不備のため）。 
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１．入学定員 

   入学定員 145人（研究科全体） 

   ※教育・人文系領域，法学系領域，経済学系領域の入学定員の目安は17人です。 

    なお，17人の内訳は推薦選抜5人，一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜を

合わせて12人（第Ⅰ期と第Ⅱ期の合計）です。 

※工学系領域の入学定員の目安は128人です。 

 

２．出願資格 

【推薦選抜】 

次の各号のいずれかに該当する者，かつ，学業成績が優秀（2026年４月１日時点で本学が定める

算式により計算したＧＰＡが2.5程度以上，かつ100単位以上を修得済であることを目安とする）

で，人物とも優れ，在学している又は卒業した大学（学部，学科，領域，コース）等の長が責任を

持って推薦できる者で，合格した場合は本研究科への入学を確約できる者 

 

(1) 学校教育法第83条に定める大学を卒業した者及び2027年３月 31日までに卒業見込みの者 

(2) 学校教育法第 104 条第７項の規定により学士の学位を授与された者及び 2027 年３月 31 日ま

でに授与される見込みの者 

(3) 外国において，学校教育における16年の課程を修了した者及び2027年３月 31日までに修了

見込みの者 

(4) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程

を修了したものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられ

た教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び 2027 年

３月 31日までに修了見込みの者 

(5) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国政府

又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科

学大臣が別に指定するものに限る。）において，修業年限が３年以上である課程を修了すること

（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当

該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により，学士の学位に相当す

る学位を授与された者及び2027年３月 31日までに授与される見込みの者 

 

  ※本学におけるＧＰＡの基準は以下のとおりです。 

評語（評価） 評点 ＧＰ 

秀（Ｓ） 90点～100点 ４ 

優（Ａ） 80点～89点 ３ 

良（Ｂ） 70点～79点 ２ 

可（Ｃ） 60点～69点 １ 

不可（Ｘ） 59点以下 ０ 
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  ＧＰＡは，次の式により計算するものとし，その数に小数点以下二位未満の端数があるとき

は，これを四捨五入する。 

「ＧＰＡ＝(４×「秀」単位数＋３×「優」単位数＋２×「良」単位数＋１×「可」単位数＋ 

０×「不可」単位数)÷履修登録単位数」 

 
【一般選抜・社会人特別選抜・外国人留学生特別選抜】 

次の各号のいずれかに該当する者 

ただし，社会人特別選抜への出願は，(1)～(11)に該当する者で，かつ，本研究科が定める「社会

人としての資格」のＡ～Ｃのいずれかに該当する者となります。 

社会人としての資格 

Ａ 2027年３月末時点において，２年以上の勤務経験を有する者 

Ｂ 2027年３月末時点において，大学卒業後２年以上経過する者。ただし，他の大学院（研

究科）へ進学した者については，修了等によって当該大学院から離籍後２年以上を経過し

た者 

Ｃ 勤務先から派遣される者  

外国人留学生特別選抜への出願は，(3)，(6)又は(11)に該当する者で，かつ，日本国籍を有しない

者となります。 

 

(1) 学校教育法第83条に定める大学を卒業した者及び2027年３月 31日までに卒業見込みの者 

(2) 学校教育法第 104 条第７項の規定により学士の学位を授与された者及び 2027 年３月 31 日ま

でに授与される見込みの者 

(3) 外国において，学校教育における16年の課程を修了した者及び2027年３月 31日までに修了

見込みの者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程

を修了した者及び2027年３月 31日までに修了見込みの者 

(5) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程

を修了したものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられ

た教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び 2027 年

３月 31日までに修了見込みの者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国政府

又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科

学大臣が別に指定するものに限る。）において，修業年限が３年以上である課程を修了すること

（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当

該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により，学士の学位に相当す

る学位を授与された者及び2027年３月 31日までに授与される見込みの者 

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以降に修

了した者及び2027年３月 31日までに修了見込みの者 

(8) 文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第５号）及び2027年３月 31日までに指定
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した者に該当する見込みの者（※１） 

(9) 学校教育法第102条第２項に規定する者（※２） 

(10) 学校教育法第102条第２項の規定により他の大学の大学院に入学した者であって，当該者を

その後に入学させる本大学院において，大学院における教育を受けるにふさわしい学力がある

と認めたもの（※２） 

(11) 本大学院において個別の入学資格審査により，学校教育法第 83 条の定める大学を卒業した

者と同等以上の学力があると認めた者で，2027年３月31日までに22歳に達した者（※３） 

   

 ※１ 旧大学令による大学又は各省庁設置法・組織令，独立行政法人個別法による大学校等の卒

業者（修了者）又は卒業（修了）見込みの者を指します。 

 ※２ 2027年３月末時点において，大学に３年以上在学した者（外国において学校教育における

15 年の課程を修了した者及び外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国にお

いて履修することにより当該外国の学校教育における 15 年の課程を修了した者を含みま

す｡）であって，本大学院の基準により優れた成績と認めたものです。この資格による出願

を希望する者は，出願前に書類による個別の入学資格審査を行います。 

 ※３ 出願前に書類による個別の入学資格審査を行います。 

 

【出願資格審査について】 

一般選抜，一般選抜（女子枠），社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜において，出願資格の

(9),(10),(11)（外国人留学生特別選抜は(11)のみ）により出願しようとする者は，出願に先立って

出願資格審査を行いますので，あらかじめ問い合わせてください。出願資格審査の概要は以下のと

おりです。 

書類は，出願書類を用いて作成してください。出願資格審査に申請する２週間前までに指導教員

として希望する教員に，自らの研究内容等について相談し，承諾を得た上で書類を作成してくださ

い。事前の相談がない場合， 原則として書類を受領しません（書類不備のため）。  
教員の連絡先がわからない場合，他大学出身者，社会人で希望する指導教員の選択にあたって，

相談・助言が必要な場合は，リキャリスキル教学センターまでご相談ください（本学の学生も利用

可能です）。 

 

香川大学リキャリスキル教学センター 

教育・学生支援部修学支援課 

〒760-8521 香川県高松市幸町 1 番 1 号 

TEL（087）832-1519（平日９時～17 時） 

E-mail recarin-h@kagawa-u.ac.jp 
URL https://www.recarin.kagawa-u.ac.jp/ 

 

（１）提出書類等（表中以外の書類を請求することもあります） 

申請書類等 摘 要 

出願資格審査申請書 本学所定の様式を使用してください。 
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研究計画書 
本学所定の様式を使用してください。 

様式(４) 

卒業（修了）証明書 最終学歴のもの 

成績証明書 

最終学歴のもの 

※厳封したものを提出してください。ただし，本学が発行

する成績証明書について厳封の必要はありません。 

※偽造防止が施されている証明書用紙を使用しているも

のは，厳封の必要はありません。 

大卒と同等の学力があることを示

す書類又は研究業績を示す資料 
様式及び提出の有無は任意です。 

職務経歴書 
これまでの 業務経験（仕事の内容や実績），身につけた

知識や能力について記載してください。（任意様式） 

 

成績証明書は，学歴の上で最終の学校の成績証明書を提出してください。出身学校の長(学部長)
が作成し厳封したものを提出してください（偽造防止が施されている証明書用紙を使用されている

ものは，厳封の必要はありません）。編入学などがある場合は，編入学前に所属していた学校等が発

行する成績証明書を併せて提出してください。 卒業証明書は，出身学校の長（学部長）が作成した

ものを提出してください。在学中の者は卒業見込証明書を提出してください。 
なお，出願時には，出願資格審査申請時に提出した書類は再提出不要です。 

 

（２）出願資格審査書類の提出期限 

  第Ⅰ期：2026年 ７月 17日（金）17時必着 

  第Ⅱ期：2026年 11月 18日（水）17時必着 

 

・「簡易書留」とし，期限内に必着するように郵送してください。 

・封筒表面に「創発科学研究科創発科学専攻博士前期課程出願資格審査申請書在中」と朱書きして

ください。期限を過ぎて到着したものは，受理しません。 

 

 なお，期限を過ぎて到着した出願書類については，提出期間最終日の前々日（第Ⅰ期：2026

年７月 15日（水），第Ⅱ期：2026年 11月 16日（月）以前の消印に限り受理します。 

 

（３）出願資格審査の方法 

 提出書類により行います。なお，本大学院が必要と認めた場合は，面接を行います。 

 

（４）出願資格審査書類の提出先及び問合せ先 

 香川大学林町地区統合事務センター学務課学務係  

〒761-0396 香川県高松市林町2217番地 20  

TEL (087)864-2015 
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３．出願手続 

（１）出願期間 

① 推薦選抜 
 2026年５月 18日（月）９時～５月22日（金）17時必着 

 
② 第Ⅰ期（一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜） 

 2026年８月 24日（月）９時～８月28日（金）17時必着 

 
③ 第Ⅱ期（一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜） 

2026年 12月 14日（月）９時～12月 18日（金）17時必着 

 

 

（２）出願方法 

○ 郵 送 

   宛  先 〒761-0396 

        香川県高松市林町2217-20 

国立大学法人 香川大学  

林町地区統合事務センター学務課 学務係 

※必ず「簡易書留・速達」で送付してください。 

※出願期間を過ぎて到着したものは受理しませんので，十分注意してください。 

※提出期間最終日（推薦：2026年５月 22日（金），第Ⅰ期：2026年８月 28日（金），第Ⅱ期：

2026年 12月 18日（金））の17時までに到着するように発送してください。 

  なお，期限を過ぎて到着した出願書類については，提出期間最終日の前々日（推薦：2026 

年５月 20日（水），第Ⅰ期：2026年８月 26日（水），第Ⅱ期：2026年 12月 16日（水）以前

の消印に限り受理します。 

 

〇 持 参 

それぞれの提出期間最終日（推薦：2026年５月 22日（金），第Ⅰ期：2026年８月 28日（金），

第Ⅱ期：2026年 12月 18日（金））のみ持参での提出を認めます。原則は郵送にて提出してくださ

い。 

 提出先 〒761-0396 

      香川県高松市林町2217-20 

国立大学法人 香川大学 

林町地区統合事務センター学務課学務係 

 ※「封筒貼付用あて名シート」をダウンロードして印刷し，角形２号封筒に貼り付け，出願書類

等を一括して封入してください。 

※窓口での受付時間は９時～17時です。それ以外の時間帯では受付を行いませんので注意してく

ださい。 

 



  
 

6 

（３）提出書類等 

 いずれの選抜方法の出願者も，下記の書類等を提出してください。なお，本学所定の様式は本研

究科のホームページ（「７．注意事項・その他（２）創発科学研究科ホームページについて」を参照）

からダウンロードしてください。 
 
 
【全出願者共通】 
書 類 名 内  容 

入 学 願 書 
本学所定の様式（１-１）により作成してください。 

必ず「受付金融機関出納印」欄に押印を受けてください。 

履 歴 書 本学所定の様式（２）により作成してください。 

志 望 理 由 書 

【推薦選抜，一般選抜，外国人留学生特別選抜】 

本学所定の様式（３－１）により作成してください。 

【社会人特別選抜】 

本学所定の様式（３－２）により作成してください。 

研 究 計 画 書 本学所定の様式（４）により作成してください。 

成 績 証 明 書 

出身大学長（学部長）が作成し厳封したものを提出してください。 

※本学卒業生及び卒業見込みの人は厳封の必要はありません。 

※偽造防止が施されている証明書用紙を使用されているものは，厳封の必

要はありません。 

※編入学した場合，編入学前に所属していた機関が発行する成績証明書を

併せて提出してください。 

卒業（見込）証明書 
出身大学長（学部長）が作成したものを提出してください。 

在学中の人は卒業見込証明書を提出してください。 

学士の学位授与証明

書 等 

出願資格（２）に該当する者は，独立行政法人大学改革支援・学位授与

機構から学士の学位を授与された証明書を提出してください。 

ただし，学士の学位を申請する予定の者は，短期大学長又は高等専門学

校長が作成した学位授与申請（予定）証明書を提出してください。 

検 定 料 

30,000円 

※入学願書と「振込依頼書（入金票）」及び「領収書」に必要事項を記入

の上，下記のそれぞれの期間内に金融機関（ゆうちょ銀行除く）の窓口で

振り込んでください。（ＡＴＭは利用できません。また，振込手数料は振

込人負担です。）その際，必ず入学願書の「受付金融機関出納印」欄に押

印を受けてください。 

 

 振込受付期間 

① 推薦選抜 

 2026年５月 11日（月）９時～５月22日（金） 

② 第Ⅰ期（一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜） 
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 2026年８月 17日（月）９時～８月28日（金） 

③ 第Ⅱ期（一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜） 

2026年 12月７日（月）９時～12月 18日（金） 

（注）通常，金融機関の窓口取扱時間の窓口取扱時間は平日15時までで

す。土曜日，日曜日及び祝日は休業となりますので注意してください。 

受 験 票 ・ 写 真 票 本学所定の様式により作成してください。 

あ て 名 票 本学所定の様式により作成してください。 

受験票等送付用封筒 
角形２号の封筒に「（受験票等送付用）住所記載シート」，及び，440円

切手を貼付してください。 

在 留 資 格 を 

証 明 す る も の 

(日本国籍を有しない者) 

旅券（パスポート）の写しを提出してください。 

ただし，現在，日本に在住している場合は，住民票または在留カード（両

面）の写しを提出してください。 

日本語能力の成績 

に 関 す る 証 明 書 

（日本国籍を有しない者） 

日本語による学修・研究を行う志願者で，日本留学試験（日本語）または

日本語能力試験を受験している人は，成績に関する証明書を提出してくだ

さい（受験の時期は問いません）。 

ただし，経済学系領域の志願者は，原則，日本語能力試験もしくは英語能

力試験（TOEIC等）の成績に関する証明書を提出してください。 

 これら出願書類に加え，選択した選抜方法ごとに以下の書類を提出してください。 
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【推薦選抜】 

書   類   名 内  容 

推 薦 書 

本学所定の様式（６）により，在学中の，または卒業した大学（学部，学

科，領域またはコース等）の長が作成し，厳封したものを提出してくださ

い。 

英語能力に関する

証 明 書 

以下のいずれかの英語能力試験の成績に関する証明書（原本）を提出し

てください。 

・TOEIC 

・IELTS（Academic Module） 

・TOEFLiBT（Home editionを含む） 

 

※TOEICは TOEIC公開テスト，TOEIC-IPテスト（カレッジTOEIC，TOEIC 

Program IP（オンライン）を含む）Listening＆Reading Testに限り

ます。公式認定証（原本）または，デジタル公式認定証を提出してく

ださい。 

※IELTSは，「Test Report Form」の原本を提出してください。 

※TOEFLiBTは，以下の２つを提出してください。 

 （１）公式スコア「Institutional Score Report」または「Official 

Score Report」 

 （２）受験者に届く「Test Taker (Examinee) Score Report」 

※上記の各英語能力試験は，学部卒業後に受験したものも認めます。 

※各英語能力試験の成績に関する証明書（原本）等は，受験票とともに

返却します。 

 

【一般選抜】 

書   類   名 内  容 

英語能力に関する

証 明 書 

下記のいずれかの英語能力試験の成績に関する証明書（原本）を提出し

てください。 

・TOEIC 

・IELTS（Academic Module） 

・TOEFLiBT（Home editionを含む） 

 

※TOEICは TOEIC公開テスト，TOEIC-IPテスト（カレッジTOEIC，TOEIC 

Program IP（オンライン）を含む）Listening＆Reading Testに限り

ます。公式認定証（原本）または，デジタル公式認定証を提出してく

ださい。 

※IELTSは，「Test Report Form」の原本を提出してください。 

※TOEFLiBTは，以下の２つを提出してください。 

 （１）公式スコア「Institutional Score Report」または「Official 
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Score Report」 

 （２）受験者に届く「Test Taker (Examinee) Score Report」 

※上記の各英語能力試験は学部卒業後に受験したものも認めます。 

※各英語能力試験の成績に関する証明書（原本）等は，受験票とともに

返却します。 

 

【社会人特別選抜】 

書   類   名 内  容 

職 務 経 歴 書 
これまでの業務経験（仕事の内容や実績），身につけた知識や能力につい

て記載してください。（任意様式） 

派 遣 書 

（社会人としての資

格Ｃに該当する者） 

勤務先から派遣される人は，本学所定の様式（７）により，当該所属長が

作成したものを提出してください。なお，本人と所属長が同一の場合は，

同一の氏名を記載したものでも可とします。 

 

【外国人留学生特別選抜】 

推   薦   書 

日本国外に在住している人は，大学等が作成した推薦書を提出してくださ

い。指導教員等による推薦書も可とします。 
外国の大学を卒業し，既に日本国内の日本語学校等に所属している人は，

所属する学校・機関が作成した推薦書を提出してください。指導教員等に

よる推薦書も可とします（任意様式，日本語または英語で作成したもの）。 

※入学願書等に記載する氏名と証明書に記載された氏名が改氏名等により異なる場合には，改氏名

の事実を証明できる書類（戸籍抄本等（写しでも可）を添付してください）。 

 

４．選抜方法 

（１）学力試験 

【推薦選抜】 

① 専門分野別試験（口述試験・面接） 

〈教育・人文系領域〉 

出願時に提出された志望理由書，研究計画書等に基づき，専門分野に関する基礎学力，専門知識

等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，「倫理観・社会的責任」，「グローバルマインド」

（アドミッション・ポリシー参照）などについて問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理的

に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

なお，研究分野によっては，口述試験で専門分野に関する外国語能力を確認することがあります。 

 

音楽，美術を中心に学修・研究を行う者 

 

口述試験において実技試験または作品の提出と口頭試問を課します。 

詳細は以下のとおりです。 
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【音楽】 

★器楽 

任意の器楽曲を暗譜で演奏してください。伴奏付の曲を演奏する場合は，伴奏者を同伴してく

ださい。 

※演奏時間は10分程度とし，途中で打ち切ることがあります。 

★声楽 

任意の声楽曲を暗譜で演奏してください。伴奏付の曲を演奏する場合は，伴奏者を同伴してく

ださい。 

※演奏時間は10分程度とし，途中で打ち切ることがあります。 

★その他 

任意の楽器による簡単な自由曲の演奏と口頭試問，または作品の提出と口頭試問を行います。 

 

※作品の提出について 

自作の１作品を出願時に提出してください。また，編曲作品の場合は原曲名，作曲者名を明

記してください。 

［提出方法］ 

音声データによる作品提出の場合，ファイル形式はМＰ３，ＡＡＣとし，提出するメディア

の種類はＣＤ－Ｒとします。紙媒体で楽譜，作品資料を提出する場合，コピーもしくはFinale

等の楽譜浄書ソフトによるデータをＰＤＦファイルとしてＣＤ－Ｒに記録し，提出してくださ

い。なお，メディア・楽譜の返却はしません。 

 

【美術】 

２年以内に制作した３～５点の作品の写真（画像）と，それぞれの作品についての説明資料を

Ａ４サイズのファイルにまとめてください。作品の写真（画像）サイズや説明資料の書式，ファ

イルのまとめ方は任意とします。 

※ファイルは出願時に提出してください。なお，ファイルの返却はしません。 

 

〈法学系領域〉 

出願時に提出された志望理由書，研究計画書等に基づき，専門分野に関する基礎学力，専門知識

等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，「倫理観・社会的責任」「グローバルマインド」

（アドミッション・ポリシー参照）などについて問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理的

に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

 

〈経済学系領域〉 

出願時に提出された志望理由書，研究計画書等に基づき，専門分野に関する基礎学力，専門知識

等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，「倫理観・社会的責任」「グローバルマインド」

（アドミッション・ポリシー参照）などについて問います。 
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また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理的

に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

 

② 外国語能力評価 

 指定する英語能力試験のスコアにより評価します。 

 
【一般選抜】 

① 専門分野別試験（筆記試験及び口述試験・面接） 

〈教育・人文系領域〉 

（ⅰ）筆記試験 

社会や教育における現代的な諸課題に関する問題を出題します。 

※筆記試験が免除される場合があります。詳細は，「４．選抜方法（３）専門分野別試験（筆記

試験）における免除申請」を参照してください。 

 

（ⅱ）口述試験・面接 

口述試験・面接では，出願時に提出された志望理由書，研究計画書等に基づき，専門分野に関

する基礎学力，専門知識等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，「倫理観・社会的責任」

「グローバルマインド」（アドミッション・ポリシー参照）などについて問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理

的に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

なお，研究分野によっては，口述試験で専門分野に関する外国語能力を確認することがありま

す。 

 

 

音楽，美術を中心に学修・研究を行う者 

 

口述試験において実技試験または作品の提出と口頭試問を課します。 

詳細は以下のとおりです。 

 

【音楽】 

★器楽 

任意の器楽曲を暗譜で演奏してください。伴奏付の曲を演奏する場合は，伴奏者を同伴してく

ださい。 

※演奏時間は10分程度とし，途中で打ち切ることがあります。 

★声楽 

任意の声楽曲を暗譜で演奏してください。伴奏付の曲を演奏する場合は，伴奏者を同伴してく

ださい。 

※演奏時間は10分程度とし，途中で打ち切ることがあります。 

★その他 

任意の楽器による簡単な自由曲の演奏と口頭試問，または作品の提出と口頭試問を行います。 
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※作品の提出について 

自作の１作品を出願時に提出してください。また，編曲作品の場合は原曲名，作曲者名を明

記してください。 

［提出方法］ 

音声データによる作品提出の場合，ファイル形式はМＰ３，ＡＡＣとし，提出するメディア

の種類はＣＤ－Ｒとします。紙媒体で楽譜，作品資料を提出する場合，コピーもしくはFinale

等の楽譜浄書ソフトによるデータをＰＤＦファイルとしてＣＤ－Ｒに記録し，提出してくださ

い。なお，メディア・楽譜の返却はしません。 

 

【美術】 

２年以内に制作した３～５点の作品の写真（画像）と，それぞれの作品についての説明資料を

Ａ４サイズのファイルにまとめてください。作品の写真（画像）サイズや説明資料の書式，ファ

イルのまとめ方は任意とします。 

※ファイルは出願時に提出してください。なお，ファイルの返却はしません。 

 

〈法学系領域〉 

（ⅰ）筆記試験 

下記の専門科目から１科目（志望する指導教員が指定する科目）を選択してください。各教員

が指定する科目については，「８．指導教員一覧」を参照してください。 

法哲学，憲法，刑法，刑事訴訟法，労働法，税法，民法，商法，国際法，行政法，政治学，

アジア・太平洋社会論 

※筆記試験が免除される場合があります。詳細は，「４．選抜方法（３）専門分野別試験（筆記試

験）における免除申請」を参照してください。 

 

（ⅱ）口述試験・面接 

口述試験・面接では，出願時に提出された志望理由書，研究計画書等，および筆記試験の結果

に基づき，専門分野に関する基礎学力，専門知識等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，

「倫理観・社会的責任」「グローバルマインド」（アドミッション・ポリシー参照）などについて

問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理

的に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

 

〈経済学系領域〉 

（ⅰ）筆記試験 

下記の専門科目から1科目（志望する指導教員が指定する科目）を選択してください。各教員

が指定する科目については，「８．指導教員一覧」を参照してください。 
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経済理論，経済政策・財政，経済統計学，経済史・経営史，経営管理論，経営戦略論，企

業論，保険論，マーケティング論，流通論，会計学，金融論，商品学，地域活性化論，都 

市計画，観光人類学，観光学，文化人類学，現代社会論，国際コミュニケーション論 

※筆記試験が免除される場合があります。詳細は，「４．選抜方法（３）専門分野別試験（筆記試

験）における免除申請」を参照してください。 

 

（ⅱ）口述試験・面接 

口述試験・面接では，出願時に提出された志望理由書，研究計画書等に基づき，専門分野に関

する基礎学力，専門知識等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，「倫理観・社会的責任」

「グローバルマインド」（アドミッション・ポリシー参照）などについて問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理

的に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

 

② 外国語能力評価 

 指定する英語能力試験のスコアにより評価します。 
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【社会人特別選抜】 

専門分野別試験（筆記試験及び口述試験・面接） 

〈教育・人文系領域〉 

（ⅰ) 筆記試験 

社会や教育における現代的な諸課題に関する問題を出題します。 

※筆記試験が免除される場合があります。詳細は，「４．選抜方法（３）専門分野別試験（筆記試

験）における免除申請」を参照してください。 

 

（ⅱ）口述試験・面接 

口述試験・面接では，出願時に提出された志望理由書，研究計画書等に基づき，専門分野に関

する基礎学力，専門知識等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，「倫理観・社会的責任」

「グローバルマインド」（アドミッション・ポリシー参照）などについて問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理

的に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

なお，研究分野によっては，口述試験で専門分野に関する外国語能力を確認することがありま

す。 

 

音楽，美術を中心に学修・研究を行う者 

 

口述試験において実技試験または作品の提出と口頭試問を課します。 

詳細は以下のとおりです。 

 

【音楽】 

★器楽 

任意の器楽曲を暗譜で演奏してください。伴奏付の曲を演奏する場合は，伴奏者を同伴してく

ださい。 

※演奏時間は10分程度とし，途中で打ち切ることがあります。 

★声楽 

任意の声楽曲を暗譜で演奏してください。伴奏付の曲を演奏する場合は，伴奏者を同伴してく

ださい。 

※演奏時間は10分程度とし，途中で打ち切ることがあります。 

★その他 

任意の楽器による簡単な自由曲の演奏と口頭試問，または作品の提出と口頭試問を行います。 

 

※作品の提出について 

自作の１作品を出願時に提出してください。また，編曲作品の場合は原曲名，作曲者名を明

記してください。 

［提出方法］ 

音声データによる作品提出の場合，ファイル形式はМＰ３，ＡＡＣとし，提出するメディア
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の種類はＣＤ－Ｒとします。紙媒体で楽譜，作品資料を提出する場合，コピーもしくはFinale

等の楽譜浄書ソフトによるデータをＰＤＦファイルとしてＣＤ－Ｒに記録し，提出してくださ

い。なお，メディア・楽譜の返却はしません。 

 

【美術】 

２年以内に制作した３～５点の作品の写真（画像）と，それぞれの作品についての説明資料を

Ａ４サイズのファイルにまとめてください。作品の写真（画像）サイズや説明資料の書式，ファ

イルのまとめ方は任意とします。 

※ファイルは出願時に提出してください。なお，ファイルの返却はしません。 

 

〈法学系領域〉 

（ⅰ）筆記試験 

下記の専門科目から１科目（志望する指導教員が指定する科目）を選択してください。各教員

が指定する科目については，「８．指導教員一覧」を参照してください。 

 

法哲学，憲法，刑法，刑事訴訟法，労働法，税法，民法，商法，国際法，行政法，政治学，

アジア・太平洋社会論 

※筆記試験が免除される場合があります。詳細は，「４．選抜方法（３）専門分野別試験（筆記試

験）における免除申請」を参照してください。 

 

（ⅱ） 口述試験・面接 

口述試験・面接では，出願時に提出された志望理由書，研究計画書等，および筆記試験の結果

に基づき，専門分野に関する基礎学力，専門知識等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，

「倫理観・社会的責任」「グローバルマインド」（アドミッション・ポリシー参照）などについて

問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理

的に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

 

〈経済学系領域〉 

（ⅰ）筆記試験 

下記の専門科目から1科目（志望する指導教員が指定する科目）を選択してください。各教員が

指定する科目については，「８．指導教員一覧」を参照してください。 

 

経済理論，経済政策・財政，経済統計学，経済史・経営史，経営管理論，経営戦略論， 

企業論，保険論，マーケティング論，流通論，会計学，金融論，商品学，地域活性化論，都

市計画，観光人類学，観光学，文化人類学，現代社会論，国際コミュニケーション論 
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※筆記試験が免除される場合があります。詳細は，「４．選抜方法（３）専門分野別試験（筆記試

験）における免除申請」を参照してください。 

 

（ⅱ）口述試験・面接 

口述試験・面接では，出願時に提出された志望理由書，研究計画書等に基づき，専門分野に関

する基礎学力，専門知識等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，「倫理観・社会的責任」，

「グローバルマインド」（アドミッション・ポリシー参照）などについて問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理

的に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

 

【外国人留学生特別選抜】 

専門分野別試験（筆記試験及び口述試験・面接） 

<教育・人文系領域〉 

（ⅰ）筆記試験 

社会や教育における現代的な諸課題に関する問題を出題します。 

※筆記試験が免除される場合があります。詳細は，「４．選抜方法（３）専門分野別試験（筆記

試験）における免除申請」を参照してください。 

 

（ⅱ）口述試験・面接 

口述試験・面接では，出願時に提出された志望理由書，研究計画書等に基づき，専門分野に関

する基礎学力，専門知識等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，「倫理観・社会的責任」

「グローバルマインド」（アドミッション・ポリシー参照）などについて問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理

的に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

なお，研究分野によっては，口述試験で専門分野に関する外国語能力を確認することがありま

す。 

 

音楽，美術を中心に学修・研究を行う者 

 

口述試験において実技試験または作品の提出と口頭試問を課します。 

詳細は以下のとおりです。 

 

【音楽】 

★器楽 

任意の器楽曲を暗譜で演奏してください。伴奏付の曲を演奏する場合は，伴奏者を同伴してく

ださい。 

※演奏時間は10分程度とし，途中で打ち切ることがあります。 

★声楽 

任意の声楽曲を暗譜で演奏してください。伴奏付の曲を演奏する場合は，伴奏者を同伴してく

ださい。 
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※演奏時間は10分程度とし，途中で打ち切ることがあります。 

★その他 

任意の楽器による簡単な自由曲の演奏と口頭試問，または作品の提出と口頭試問を行います。 

 

※作品の提出について 

自作の１作品を出願時に提出してください。また，編曲作品の場合は原曲名，作曲者名を明

記してください。 

［提出方法］ 

音声データによる作品提出の場合，ファイル形式はМＰ３，ＡＡＣとし，提出するメディア

の種類はＣＤ－Ｒとします。紙媒体で楽譜，作品資料を提出する場合，コピーもしくはFinale

等の楽譜浄書ソフトによるデータをＰＤＦファイルとしてＣＤ－Ｒに記録し，提出してくださ

い。なお，メディア・楽譜の返却はしません。 

 

【美術】 

２年以内に制作した３～５点の作品の写真（画像）と，それぞれの作品についての説明資料を

Ａ４サイズのファイルにまとめてください。作品の写真（画像）サイズや説明資料の書式，ファ

イルのまとめ方は任意とします。 

※ファイルは出願時に提出してください。なお，ファイルの返却はしません。 

 

〈法学系領域〉 

（ⅰ）筆記試験 

下記の専門科目から１科目（志望する指導教員が指定する科目）を選択してください。各教員

が指定する科目は，「８．指導教員一覧」を参照してください。 

 

法哲学，憲法，刑法，刑事訴訟法，労働法，税法，民法，商法，国際法，行政法，政治学，

アジア・太平洋社会論 

※筆記試験が免除される場合があります。詳細は，「４．選抜方法（３）専門分野別試験（筆記試

験）における免除申請」を参照してください。 

 

（ⅱ）口述試験・面接 

口述試験・面接では，出願時に提出された志望理由書，研究計画書等，および筆記試験の結果

に基づき，専門分野に関する基礎学力，専門知識等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，

「倫理観・社会的責任」「グローバルマインド」（アドミッション・ポリシー参照）などについて

問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理

的に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 
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〈経済学系領域〉 

（ⅰ）筆記試験 

下記の専門科目から１科目（志望する指導教員が指定する科目）を選択してください。志望す

る指導教員が指定する科目は，「８．指導教員一覧」を参照してください。 

 

経済理論，経済政策・財政，経済統計学，経済史・経営史，経営管理論，経営戦略論，企

業論，保険論，マーケティング論，流通論，会計学，金融論，商品学，地域活性化論，都

市計画，観光人類学，観光学，文化人類学，現代社会論，国際コミュニケーション論 

※筆記試験が免除される場合があります。詳細は，「４．選抜方法（３）専門分野別試験（筆記試

験）における免除申請」を参照してください。 

 

（ⅱ）口述試験・面接 

口述試験・面接では，出願時に提出された志望理由書，研究計画書等に基づき，専門分野に関

する基礎学力，専門知識等について問うとともに，「探求心・意欲・態度」，「倫理観・社会的責任」

「グローバルマインド」（アドミッション・ポリシーを参照）などについて問います。 

また，研究計画書を通じて多角的な観点（関連する分野の観点）から自らの研究テーマを論理

的に思考・判断できる力や，それらを説明できる表現力を評価します。 

 

（２）学力試験の日時及び場所 

① 学力試験日 

入試種別 実施日時・科目等 その他 

推薦入試 
2026年６月20日（土） 

口述試験・面接：9:00～ 

※志願者が多数の場合は，６月21日（日）

にも実施します 

第I期 

一般選抜 

社会人特別選抜 

外国人留学生特別選抜 

2026年９月25日（金） 

筆記試験   ：9:30～11:00 

口述試験・面接：12:00～ 

※志願者が多数の場合は，９月28日（月）

にも実施します 

第Ⅱ期 

一般選抜 

社会人特別選抜 

外国人留学生特別選抜 

2027年１月27日（水） 

筆記試験   ：9:30～11:00 

口述試験・面接：12:00～ 

※志願者が多数の場合は，１月28日（木）

にも実施します 
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② 場 所 

香川大学 幸町南キャンパス（香川県高松市幸町2番 1号） 

 

（３）専門分野別試験（筆記試験）における免除申請 

 筆記試験免除を希望する人は，指導教員として希望する教員に，書類提出の２週間前までに，自

らの研究内容等について相談し，承諾を得た上で書類を作成してください。事前の相談がない場合，

原則として書類を受領しません（書類不備のため）。教員の連絡先わからない場合，他大学出身者，

社会人で希望する指導教員の選択にあたって，相談・緒言が必要な場合は，リキャリスキル教学セ

ンターまでご相談ください（本学の学生も利用可能です）。 

 
【一般選抜】 
2027年 3月までに本学を卒業見込みの者で，学部での学業成績が一定の水準（本学が定める算式

により計算したGPAが 2.5程度以上）にある者は，事前申請に基づき筆記試験を免除する場合があ

ります。筆記試験の免除の可否は， 専門分野における学修・研究に必要な能力を有しているかの観

点から，学業成績を総合的に評価して判断します。 

筆記試験免除は，事前申請が必要です。希望する人は，以下の書類を期限までに提出してくださ

い。なお，出願時には，筆記試験免除申請時に提出した書類は再提出不要です。 

 

※本学におけるＧＰＡの基準は以下のとおりです。 

評語（評価） 評点 ＧＰ 

秀（Ｓ） 90点～100点 ４ 

優（Ａ） 80点～89点 ３ 

良（Ｂ） 70点～79点 ２ 

可（Ｃ） 60点～69点 １ 

不可（Ｘ） 59点以下 ０ 

  

ＧＰＡは，次の式により計算するものとし，その数に小数点以下二位未満の端数があるとき

は，これを四捨五入する。 

「ＧＰＡ＝(４×「秀」単位数＋３×「優」単位数＋２×「良」単位数＋１×「可」単位数＋ 

０×「不可」単位数)÷履修登録単位数」 

 

提出書類 

・筆記試験免除申請書（本学所定の様式（８）を用いて作成してください） 

・成績証明書（偽造防止が施されている証明書用紙を使用されているものは，厳封の必要はあり

ません） 

 

【社会人特別選抜】 

志望理由書や研究計画書，研究業績調書（研究業績がある者のみ）等の書類の審査により，社会

人としての経験等を通じて，専門分野において学修・研究を行うのに十分な能力を有すると認めら
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れる場合は，筆記試験を免除することがあります。 

筆記試験免除は，事前申請が必要です。希望する人は，以下の書類を期限までに提出してくださ

い。なお，出願時には，筆記試験免除申請時に提出した書類は再提出不要です。 

  

提出書類 

・筆記試験免除申請書（本学所定の様式（８）を用いて作成してください） 

・履歴書（本学所定の様式（２）を用いて作成してください） 

・志望理由書（本学所定の様式（３－２）を用いて作成してください） 

・研究計画書（本学所定の様式（４）を用いて作成してください） 

・成績証明書（偽造防止が施されている証明書用紙を使用されているものは，厳封の必要はあり

ません） 

・研究業績調書（研究業績がある者のみ，本学所定の様式（９）を用いて作成してください） 

・職務経歴書（これまでの業務経験（仕事の内容や実績），身につけた知識や能力について記載し

てください。（任意様式）） 

 

【外国人留学生特別選抜】 

志望理由書や研究計画書等の書類の審査により，専門分野において学修・研究を行うのに十分な

能力が認められる場合は，筆記試験を免除することがあります。 

筆記試験免除は，事前申請が必要です。希望する人は，以下の書類を期限までに提出してくださ

い。なお，出願時には，筆記試験免除申請時に提出した書類は再提出不要です。 

 

提出書類 

・筆記試験免除申請書（本学所定の様式（８）により作成してください） 

・履歴書（本学所定の様式（２）を用いて作成してください） 

・志望理由書（本学所定の様式（３－１）により作成してください。） 

・研究計画書（本学所定の様式（４）により作成してください。） 

・成績証明書（偽造防止が施されている証明書用紙を使用されているものは，厳封の必要はあり

ません） 

 

〇筆記試験免除申請書類等の提出期限 

第 I期：2026年 ７月 17日（金）17時必着 

第Ⅱ期：2026年 11月 18日（水）17時必着 

 

〇提出先（※郵送での提出のみ受け付けます） 

 〒761-0396 

   香川県高松市林町2217-20 

国立大学法人 香川大学 

林町地区統合事務センター学務課学務係 

※「簡易書留」とし，封筒表面に「創発科学研究科筆記試験免除申請書在中」と朱書きしてくだ

さい。 



  
 

21 

  ただし，第Ⅰ期：2026年 7月 15日（水），第Ⅱ期：2026年 11月 16日（月）までの消印があ

るものに限り，提出期限以降に到着した場合でも受理します。 

 

審査結果 

  第 I期：2026年８月 21日（金），第Ⅱ期：2026年 12月 11日（金）までに免除の可否を通知し

ます。 

 

 

５．合格者発表 

【推薦選抜】 
 2026年７月21日（火）９時 

【第Ⅰ期（一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜）】 

 2026年10月 26日（月）９時 

【第Ⅱ期（一般選抜，社会人特別選抜，外国人留学生特別選抜）】 

 2027年２月16日（火）９時 

 

※本学のホームページ上に，合格者の受験番号を掲載します。また，合格者に対して，合格通知書

を送付します。 

 香川大学 合格者発表ホームページ https://www.kagawa-u.ac.jp/admission/result/5316/ 

※電話による合否の照会には一切応じません。 

 

６．入学手続 

（１）入学手続期限 

 2027年３月 15日（月）必着 

 ※期間内に入学手続を行わなかった場合は，入学を辞退したものとみなします。 

 

（２）入学手続について 

 2027年２月中に入学手続案内を郵送にて送付します。 

 

（３）入学時に必要な経費 

  入学料  282,000円 

  授業料  267,900円〈前期〉 

       535,800円〈年間〉 

 ※2027年度の予定額であり，入学時及び在学中に学生納付金が改定された場合には，改定時から

新たな納付金額が適用されます。 

 

納付金に関する注意事項 

 

Ⅰ．前期分の授業料については，2027年４月 1日から2027年５月 31日までの間に納付し

てください。希望により，前期分の納付の際に後期分も合わせて納付することができま
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す。 

Ⅱ．払込済の入学料は，次の場合を除き，返還しません。 

   ① 入学手続を行わなかった場合 

   ② 入学料を誤って二重に払い込んだ場合 

Ⅲ．入学手続きを完了した後，何らかの事情で入学することができなくなった場合は，速や

かに，入学辞退の手続きを行ってください。所定の入学辞退の手続きを行わない場合は，

2027年４月１日付で入学したこととなり，授業料の債務（前期分）が発生しますのでご

注意ください。 

 

 

７．注意事項・その他 

（１）試験に関する全般的注意事項 

  ・事情により，試験等に変更がある場合があります。その際は，本研究科ホームページでお知ら

せしますので，最新の情報を確認するようにしてください。 

 ・試験当日は，必ず受験票を持参してください。 

 ・それぞれの試験開始時刻30分前までに，各自試験場に集合してください。試験開始時刻（口

述試験・面接については受験者集合時刻）から15分を超えて刻した場合は，受験できませ

ん。 

  ・待機中は控室から退出できません。 

・払込済の検定料は，次の場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。  
① 検定料を払い込んだが本学に出願しなかった（出願書類等を提出しなかった又は出願が受

理されなかった）場合  
② 検定料を誤って二重に払い込んだ場合  
上記①又は②に該当される方は，香川大学入試課(087)832-1182 へご連絡ください。 

 
 
（２）創発科学研究科ホームページについて 

 本研究科ホームページは以下のとおりです。 
 https://www.kagawa-u.ac.jp/kagawa-u_sce/ 

 

 

（３）虚偽記載・不正行為について 

 出願書類等に虚偽があった場合，または入学試験において不正行為をしたことが判明した場合は，

入学決定後であっても許可を取り消すことがあります。 
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（４）日本に在住していない者の出願について 

  日本に在住していない人は，出願前に必ず連絡してください（「（９）問合せ・連絡先」参照）。 

 

（５）長期履修学生について 

長期履修学生とは，職業等を有している等の事情で，通常の学生よりも単位取得のための学修時

間や研究指導を受ける時間が制限されるため，標準修業年限（２年）を超えて在学しなければ課程

を修了できないと考える者に，申請に基づき審査し，許可した上で，標準修業年限を超えて一定の

期間にわたり計画的に教育課程を履修し，修了することが認められた者です。なお，長期履修学生

のためのカリキュラムは，特別に用意することはしません。  
長期履修学生は，修学年数に関係なく，標準修業年限（２年）分の授業料で修学することができ

ます。  
１．長期履修学生の対象者  

長期履修学生として申請することができる者は，創発科学研究科の入学者選抜試験合格者で次

のいずれかに該当する者とします。  
（１） 官公庁，企業等に在職している者（給与の支給を受け，職務を免除されている者を除く。）

又は，自ら事業を行っている者等フルタイムの職業に就いている者（有職者であることによ

り社会人特別選抜に出願し，合格した者で，入学後も職業を有している者を含む。）  
（２）家事，育児，親族の介護等上記（１）に準ずる負担により，修学に重大な影響がある者   
（３）その他やむを得ない事由により，修学に重大な影響があると本研究科において認めた者  
２．申請の手続  

長期履修学生を希望する者は，指導教員の了承を得た上で，次の書類を２月末日までに提出し

てください。（※入学後，在学中にも申請できます。） 
 

(１) 長期履修学生申請書（別紙様式１）   
(２) 長期履修学生履修期間（申請）理由書（別紙様式２）  
(３) 長期履修計画書（別紙様式３）  
(４) 長期履修が必要であることを証明する書類等（在職証明書又は在職が証明できる書類等）   
３．審査結果の通知  

申請書類に基づき審査のうえ，長期履修学生として認めるか否かを決定し，３月末日までに通

知します。  
４．長期履修の期間  

長期履修学生の履修期間は，３年から４年までです。  
なお，課程の修了月は３月となっています。  

※ 標準修業年限（２年）の２倍（４年）を超えて在学することはできません。  
５．授業料の年額  

長期履修学生の授業料年額は，標準修業年限分の授業料の年額に標準修業年限に相当する年数

を乗じて得た額を在学期間の年数で除した額となります。ただし，在学中に授業料が改定された

場合には，改定時から新授業料が適用されます。  
  
【算出例１】 
長期履修学生申請者が在学期間３年と認定された場合  

 535,800 円    ×    ２年   ÷     ３年  
 （授業料年額〈予定〉） （標準修業年限）  （認定された在学期間） 
＝    357,200 円 

（長期履修学生の授業料年額〈予定〉） 
 
６．長期履修期間の短縮又は延長  

長期履修学生で特別な事情がある場合は，在学する課程において，１回に限り履修期間の短縮

又は延長をすることができます。  
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（１）長期履修期間の短縮  
長期履修期間の１年短縮を希望する者は，長期履修期間が終了する日の２年前の学年における，

２月末日，長期履修期間の２年短縮を希望する者は，３年前の学年における，２月末日までに「長

期履修学生履修期間変更（短縮）願」を提出し，承認を得なければなりません。  
短縮を認めることのできる履修期間は，１年短縮については４年から３年又は３年から２年，

２年短縮については４年から２年の場合です。  
また，長期履修期間の短縮が許可された場合は，標準修業年限（２年）分の授業料からすでに

納付済みの授業料を差し引いた分を短縮期間に応じて新たに算出し，納付することになります。  
（２）長期履修期間の延長  

長期履修期間の延長を希望する者は長期履修期間の終了する日の１年前の学年の２月末日まで

に，「長期履修学生履修期間変更（延長）願」を提出し，承認を得なければなりません。  
延長を認めることのできる履修期間は，３年から４年の場合です。  
なお，長期履修期間は４年を超えることができません。  

  また，長期履修期間延長後の授業料は，標準修業年限（２年）分の授業料からすでに納付済み

の授業料を差し引いた分を延長期間に応じて新たに算出し，納付することになります。  
 

 

（６）障がい等のある入学志願者等との事前相談について 

障がいがある等，受験及び修学上特別な配慮を必要とする可能性がある人は，出願前に，あらか

じめお問い合わせください。なお，相談の内容によっては対応に時間を要することもありますので，

出願前のできるだけ早い時期に，相談してください。 

 

① 相談の方法  

 申請書（様式自由，健康診断書等必要書類添付）を提出することとし，必要な場合は，本学にお

いて志願者又はその立場を代弁し得る出身学校関係者等との面談等を行います。  

② 連絡先  

香川大学林町地区統合事務センター学務課学務係  

〒761-0396 香川県高松市林町2217番地 20  

TEL (087)864-2015 

 

特に，次表に相当する障がい等がある人は，申出がなかった場合，受験の際，障がい等の状態に

応じた対応ができなくなる場合もありますので十分注意してください。次表から判断できない場合

は，お問合せください。 

 

区分 障がい等の程度 

視覚障がい 両眼の視力がおおむね 0.3 未満のもの又は視力以外の視機能障がいが高度の

もののうち，拡大鏡等の使用によっても通常の文字，図形等の視覚による認識

が不可能又は著しく困難な程度のもの 

聴覚障がい 両耳の聴力レベルがおおむね 60 デシベル以上のもののうち，補聴器等の使用

によっても通常の話声を解することが不可能又は著しく困難な程度のもの 

肢体不自由 ・肢体不自由の状態が補装具の使用によっても歩行，筆記等日常生活における

基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの 

・肢体不自由の状態が上記に掲げる程度に達しないもののうち，常時の医学的
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観察指導を必要とする程度のもの 

病弱 ・慢性の呼吸器疾患，腎臓疾患及び神経疾患，悪性新生物その他の疾患の状態

が継続して医療又は生活規制を必要とする程度のもの 

その他 上記以外で，受験上，修学上特別の配慮を必要とするもの 

（例）発達障害（ＡＤＨＤ，自閉症等），パニック障がい，頻尿 

 

（７）個人情報の取扱いについて 

出願書類に記載された個人情報（氏名，生年月日，その他の個人情報）は，入学者選抜，合格通

知及び入学手続きを行うために利用します。また，同個人情報は，合格者の入学後の教務関係（学

籍，修学指導等），学生支援関係（健康管理，奨学金申請等），授業料及び教育研究活動の支援と本

学の発展のための活動に関する業務を行う目的をもって本学が管理します。 

入学者選抜における個人成績は，入学者選抜の他，調査・研究（入試の改善や志願動向の調査・

分析，各種統計資料作成）及び合格者の入学後の教務・学生支援関係業務にのみ使用し，本学の関

係教職員以外への提供は行いません。また，調査・研究結果の発表に際しては個人が特定できない

ように処理します。 

 

（８）安全保障輸出管理について 

香川大学では，「外国為替及び外国貿易法」にもとづき，「国立大学法人香川大学安全保障輸出管

理規程」を定めて，物品の輸出，技術の提供，人材の交流の観点から外国人留学生の受入れに関し，

厳格な審査を実施しています。規制されている事項に該当する場合は，希望する研究活動に制限が

かかる場合や，教育が受けられない場合があるので注意してください。 
 

（９）問合せ・連絡先 

国立大学法人 香川大学 林町地区統合事務センター学務課 学務係 

 〒761-0396 

香川県高松市林町2217-20 

TEL 087-864-2015（平日９時～17時） E-mail junbijim-h@kagawa-u.ac.jp 
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８．指導教員一覧 

出願を希望する人は，指導教員として希望する教員に，必ず書類提出の２週間前までに，自らの

研究内容等について相談し，承諾を得た上で書類を作成してください。事前の相談がない場合，原

則として書類を受領しません（書類不備のため）。教員の連絡先が分からない場合，他大学出身

者，社会人で，希望する指導教員の選択にあたって相談・助言等が必要な場合は，リキャリスキル

教学センターまでご相談ください（本学の学生も利用可能です）。 

なお，出願時に希望する指導教員は，暫定であり，指導教員の確定は，入学後となります。 

国立大学法人 香川大学リキャリスキル教学センター，教育・学生支援部修学支援課 

 〒760-8521 

 香川県高松市幸町1番 1号 

 TEL 087-832-1519（平日９時～17時） 

 E-mail  recarin-h@kagawa-u.ac.jp 
 URL https://www.recarin.kagawa-u.ac.jp/ 
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教育・人文系領域  

氏名 研究テーマ 

石川 雄一 コーチング論，スポーツトレーニング論，運動生理学 

Willey Ian 

David 
第 2言語として英作文教授法，特定のニーズのための英語教授法 

上野 耕平 スポーツ教育学，スポーツ心理学 

大久保 智生 教育心理学・犯罪心理学：学校適応，非行・問題行動，防犯活動に関する研究 

小方 朋子 特別支援教育：特別支援教育における理念・制度に関する研究 

小方 直幸 高等教育論，大学の経営と政策 

小森 博文 生物化学：タンパク質の構造と機能に関する研究 

佐藤 慶太   哲学，特に西洋哲学史 

篠原 渉 植物系統進化学：植物の適応，進化，分類に関する研究 

平 篤志 人文地理学，特に社会と経済に関する地理学 

高木 由美子 有機化学：特に生体触媒化学，新規機能性物質合成をめざした有機合成化学 

髙野 啓児 代数学：主として表現論 

高橋 尚志 実験物理学：特に固体及び表面の物性実験，及び物理教育 

寺尾 徹 地球物理学：特に気象学 

戸川 晃子 音楽：ピアノ奏法に関する研究 

轟木 靖子 言語学，特に日本語の音声に関する研究 

永尾 智 英語学，特に英語史 

藤元 恭子 
保育内容学：幼児期の身体表現，運動遊び領域における内容と指導法， 

模擬保育に関する研究 

古草 敦史 油彩画，水彩画，ドローイングの制作及び絵画論研究 

古橋 紀宏 漢文学，中国思想史，特に儒学 

松井 剛太 保育学・幼児教育学：障害のある子の支援，インクルーシブ保育に関する研究 

松本 一範 動物社会学：魚類における社会的相互作用に関する研究 

松本 博雄 発達心理学・教育心理学：乳幼児・児童の発達と保育・教育実践，子育てに関する研究 

三宅 岳史 哲学，特に哲学史 

宮﨑 英一 
技術科教育，機械：光応用計測に関する研究，コンピュータを応用した教材及び障碍者

支援システム開発 

宮本 賢作 

ヘルスリテラシーとヘルスプロモーションに関する研究，身体活動環境と身体活動量の

関連に関する研究，超音波筋断面画像からサルコペニアの発生を推定する方法に関する

研究 

守田 逸人 日本史学，古代・中世社会経済史，史料学 

山岸 知幸 教育方法学，教育実践学，ケア論 
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山下 直子 日本語教育，特に第二言語習得に関する研究 

山田 貴志 教育に利活用するヒューマンインタフェース 

渡邊 史郎 日本近代文学：特に批評・小説・詩 

  

 

  



  
 

29 

法学系領域   

氏名 研究テーマ 筆記試験の選択科目 

青木 丈 税法 税法 

石井 一也 平和学 
アジア・太平洋社会

論 

鹿子嶋 仁 行政法 行政法 

金子 太郎 公共選択論 政治学 

岸野 薫 アメリカ憲法史 憲法 

金 宗郁 地方自治に関する政治・行政分析 政治学 

辻上 佳輝 民法 民法 

堤 英敬 選挙分析・政党政治の研究 政治学 

鶴園 裕基 東アジア国際政治 政治学 

林田 光弘 民法 民法 

平野 美紀 刑事法：患者の自己決定権，加害者処遇，被害者支援制度 刑法 

細谷 越史 労働基準法，労働契約法 労働法 

前原 信夫 商法 商法 

溝渕 彰 商法 商法 

山本 慎一 国際法：国際安全保障及び国際平和活動の法的側面に関する研究 国際法 

山本 陽一 法哲学 法哲学 

吉井 匡 公正な裁判に関する研究，刑事司法法制史に関する研究 刑事訴訟法 
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経済学系領域   

氏名 研究テーマ 筆記試験の選択科目 

青木 宏之 現代日本の雇用システムに関する研究 経営管理論 

浅川 慎介 労働経済学・教育経済学に関する実証的研究 経済統計学 

天谷 研一 ゲーム理論と情報の経済学 経済理論 

井上 善弘 監査論研究 会計学 

大杉 奉代 ☆ 日本企業の経営戦略に関する研究 経営戦略論 

岡田 徹太郎 経済政策の日米欧比較研究 経済政策・財政 

緒方 宏海 東アジアの社会と文化に関する文化人類学的研究 文化人類学 

沖 公祐 資本主義の理論的研究 経済理論 

加藤 美穂子 福祉経済研究 経済政策・財政 

繁本 知宏 金融に関する財務会計の研究 会計学 

向 渝 アジア企業の国際ビジネス展開 経営戦略論 

園部 裕子 国際社会学，国際移動・開発とジェンダー 現代社会論 

張 暁紅 東アジア経済史・経営史研究 経済史・経営史 

趙 命来 流通・マーケティングに関する研究 マーケティング論 

長山 貴之 日本財政の研究 経済政策・財政 

西成 典久 地域振興・都市デザイン・まちづくり実践 都市計画 

朴 恩芝 財務会計に関する研究（財務情報・非財務情報） 会計学 

朴 鏡杓 管理会計・コストマネジメントに関する研究 会計学 

原 直行 観光と地域活性化に関する研究 地域活性化論 

福村 晃一 空間経済学，都市・地域経済学，公共経済学に関する研究 経済政策・財政 

藤原 敦志 株式市場とコーポレート・ガバナンス 金融論 

二ツ山 達朗★ 宗教と観光の関係に関する研究 観光人類学 

古川 尚幸 商品学の視点から見た環境ならびに地域に関する実証的研究 商品学 

星野 良明 一般均衡分析の研究 経済理論 

松井 潤 規範的経済学，不平等・貧困に関する研究 経済理論 

松岡 久美 組織マネジメントに関する研究 経営管理論 

丸山 宗志 観光空間の形成と変容に関する地理学的研究 観光学 

水野  敦洋 日本経済史・経営史研究 経済史・経営史 

水野 康一 異文化間コミュニケーション研究 
国際コミュニケー

ション論 

宮島 美花 北東アジア研究およびコリアンの研究 現代社会論 

宮脇 秀貴 マネジメントコントロールと原価計算 会計学 
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持田 めぐみ 人口動態の変化と人的資本形成に関する研究 経済理論 

安井 敏晃 私保険の研究 保険論 

山口 尚美 ドイツ経営経済学の学説研究 企業論 

山崎 隆之 観光振興に資する地域の情報発信ならびに施策に関する研究 観光学 

山ノ内 健太 貿易・生産性に関する研究 経済政策・財政 

横山 佳充 日本の計量モデルの作成 経済統計学 

渡邉 孝一郎 地域商業とまちづくりに関する研究 流通論 

☆については，夜間に授業は開講しません。 

★については，2027年度は指導希望教員として志望することはできません。 
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香川大学大学院創発科学研究科博士前期課程の概要 
 

 

１．創発科学研究科博士前期課程の理念と目的 

本研究科では，社会構造が急激に変化する中，複合的で複雑な，また予見不能な変化にも 

柔軟に対応しながら，新たな社会課題を発見し，解決に向けて取り組むことで，持続可能な 

社会の実現に貢献することを理念としています。 

また，専門領域に軸足を置きながら複数の異なる分野にも造詣のある人材の育成を図るため，ユ

ニット制と研究科共通科目を教育手法の基礎とし，様々な学問分野の学習過程を通して知識を柔軟

に組み合わせることにより，持続可能な社会の実現に向けて，複雑化する社会の諸課題を解決でき

る人材を育成します。本研究科では「創発科学」を以下のように定義しています。 

 

既存の学問分野を軸に，各分野の知見を組み合わせながら効果的に相互作用させる 

ことによって，各分野の総和にとどまらない画期的な知や解決策を導出することを 

目指す学習や研究活動の規範 

 

専門分野での具体的な課題解決方法をしっかりとデザインでき，かつ複数の学問分野から得られ

た多様な知識や技術を協調的に組み合わすことのできる能力を有し，未来における新産業の創造や

地域が直面する新課題の解決に貢献できる人材を輩出することを目的としています。 

また，創発科学の視点に立って，大学を核とした地域において，さまざまな主体（住民，企業，

官公庁，NPO/NGO 等）による柔軟なネットワークを構築し，地域社会の望ましい産業や新たな地域

社会の姿を築くことを目的としています。 

 

学位について 

 

修士（教育学）（英語名：Master of Education） 

修士（法学）（英語名：Master of Law） 

修士（経済学）（英語名：Master of Economics） 

修士（工学）（英語名：Master of Engineering）  

修士（危機管理学）（英語名：Master of Crisis and Risk Management） 

修士（学術）（英語名：Master of Arts and Sciences） 

のいずれかが，授与されます。 

 

２．教育課程の編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

創発科学研究科は，本研究科の学生としてふさわしい専門的な能力・態度や創発科学の素養を身

につけた人材を養成するために，ディプロマ・ポリシー（DP）に示した４つの構成要素（①専門知

識・理解，②研究能力・応用力，③倫理観・社会的責任，④グローバルマインド）で示した項目は，

以下のような教育課程を編成し達成します。 

創発科学研究科の教育課程は，すべての学生に本研究科の教育理念にある創発科学の考え方や素

養を養うための共通科目を主に１年次で履修する授業科目として配置します。併行して，教育・人
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文，法学，経済学，工学の各専門分野の研究に必要な高度な専門知識や技能等を養う専門科目（基

幹科目と応用展開科目）を授業科目として配置します。さらに，研究能力の養成のために，特別研

究を授業科目として配置します。 

 

①特定のテーマで紐づいた専門科目群をユニットとして多数用意することで，学生が希望する分

野の履修や研究に必要な知識を学びやすい環境を提供します。主ユニットに配置した専門科目（基

幹科目と応用展開科目）による専門知識の深化と関連科目の履修による学びの幅を担保します。こ

れにより，専門分野を体系的に学ぶことで専門能力を養うとともに，各自の探求するテーマに応じ

た関連科目を効果的に組み合わせて学ぶことで俯瞰力を養います。 

 

②分野を横断して，異なる分野の知を学び結合をはかる学際的思考力を養成するために，研究科共

通科目「創発の方法」等を配置します。これにより，創発科学を志向した学びと研究のための方法

論を学び，分野を横断して知の結合をはかる上での基本的な能力や態度を養います。 

 

③研究能力・応用力を養うために「特別研究Ⅰ・Ⅱ」を配置します。実践的な研究能力を養成す

るために，主指導教員の指導のもとで，研究を遂行する上で必要となる能力とその応用力，研究

倫理，コミュニケーション能力等を身につけます。 

特別研究では，研究倫理，アカデミック・ライティング，研究計画の作成手順や研究方法，国内

外の文献（先行研究）の収集・整理の方法，データの収集・分析方法や分析結果の整理と考察，研

究成果の取りまとめ方，学会報告・学会誌等への投稿等の方法などについての指導を受けます。専

門分野によっては，これらに加えて，フィールドワークや各種調査，モデルの構築，プロトタイプ

の作成，実験，実習，作品の制作・発表等を行います。 

 

④思考力を養成する基礎として，研究科共通科目に「創発の基礎（D）」，「創発の基礎

（R）」，「創発の発展」，「創発の実践」を配置します。これにより，複合的，複雑な社会課

題に対しても分野を横断しながら前例にとらわれることなく解決策を考え抜くことの必要性を学

び，創発科学を志向する上での思考力や探求心を養います。また，研究に必要な情報関連分野の

概念や理論を理解するために，「創発の基礎（I）」を配置します。 

 

⑤社会構造の変化の理解と高い倫理観の形成をはかるため，研究科共通科目「研究倫理」，「創発

の基礎（R）」，「創発の基礎（I）」，「創発の発展」，「ELSI」を配置します。これにより，社

会構造の変化に柔軟に対応しながら，高い倫理観を持って課題解決のための諸活動に携われるよ

うな能力や態度を養います。 

 

⑥地域マネジメント研究科（ビジネススクール）と連携した「創発の方法」，「創発の実践」を

配置し，アントレプレナーの素養と地域課題発掘と実践知の学びの機会を確保します。これによ

り，社会・地域課題の把握や研究成果の社会での展開の仕方（社会の中での実装）にかかわる能

力や態度を養います。 

 

⑦多文化を理解し，地域からグローバルに及ぶ多文化共生の課題を学ぶ「創発の発展」，「創発
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の視点」，「SDGs」，「ELSI」，「フィールドスタディ」を配置します。これにより，地域から

地球規模に及ぶ範囲で発生している諸課題を理解し，自らの研究テーマと関連づけてそれらに対

処する上での基本的な能力や態度を養います。 

 

以上の学習成果の評価は，シラバスに記載している方法によって，各授業科目の到達目標の達

成度で評価します。 

 

<研究計画の遂行に対する指導及び学位論文の評価> 

研究指導は，本研究科が作成する「研究指導計画」に基づいて実施します。「研究指導計画」は

学位取得までの流れを定めています。また，分野の特性に配慮し，系領域ごとに定めています。 

 本研究科の研究指導は，学生の専攻分野の研究を指導するため，学生ごとに指導教員を置き，学

生は，１名の主指導教員と２名以上の副指導教員による複数の教員による研究指導の下で修士論文

を作成します。 

 修士論文の研究指導には，指導教員及び副指導教員はもとより，研究科として実施する「中間報

告会」，「修士論文発表会」などを通じて，研究科の複数の教員が関与していきます。 

 

修士論文では，本研究科の教授会で選出された主指導教員を含む３名以上の審査委員（本研究科

の教授会が必要と認める場合は，他の大学院又は研究所等の教員等）による審査を行います。また，

研究成果の内容や当該研究分野に関する高度な専門知識，関連する研究分野に関する知識等を問う

最終試験を行います。審査にあたっては，本研究科が定める学位論文審査基準に基づき審査を行い

ます。最終試験は，筆答又は口答で行われます。審査及び最終試験が修士論文発表会を兼ねる場合

もあります。 

 

３．学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー） 

本学大学院創発科学研究科（修士課程）では，その教育理念に基づき，以下に示す専門的な能力・

態度を身につけた者に修士の学位を授与する。 

 

①専門知識・理解 

・主とする専門領域の高度な専門知識を修得するとともに異なる分野の知識と効果的に組み合わ

せる結合力を修得している。 

・自らが用いた科学間，異分野間のコミュニケーションについてその限界や課題を説明できる。 

 

②研究能力・応用力 

・分野を横断して複合的，複雑，予見不能な社会課題に対する解決策を考え抜く思考力・研究を

遂行する能力を修得している。 

 

③倫理観・社会的責任 

・新しい社会構造の変化（Society5.0，データ駆動型社会等）に柔軟に対応し，ＡＩ，ＩｏＴ，

オープンデータ等を活用しながら，高い倫理観を持って未来のあるべき社会を構想できる力を

有している。また，それらを他者に対して説明することができる。 
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・自らが取組む課題を社会・制度といった多様な観点・文脈から捉えなおし，その意義や限界を

説明できる。 

 

④グローバルマインド 

・異文化理解の重要性を認識し，地域から地球規模に及ぶ多文化共生の諸課題に対応可能な能力

を有している。 

・自らの研究テーマを，グローカルなスケールに位置づけ，文化・社会といった観点・文脈で捉

えなおすことができる。 


